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広島市エリアマネジメント活動計画認定制度の概要 
 

１ 目的 

  エリアマネジメントのうち、都市機能の集積する地区等において、公有財産や公共的空間を活用し

ながら、にぎわいづくり、環境維持などを含む多彩な活動を持続的に行うものを認定することにより、

まちづくり活動を活性化させ、当該地区の魅力の向上や持続的なにぎわいの創出を図ることを目的と

しています。 

 

２ 認定制度の仕組み 

・ エリアマネジメント団体が活動範囲・活動目的や目標・組織体制・取組内容・収支計画等を記載

した「エリアマネジメント活動計画」を作成して市に申請し、市はまちづくり活動と公有財産等の

関係課で構成する「エリアマネジメント活動計画認定審査会」において審査します。 

・ 審査において、公益性、必要性、事業効果、実行性、継続性、妥当性を有すると認めたエリアマ

ネジメント活動計画を認定します。 
 
３ 認定の対象 

エリアマネジメントとは、「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住

民・事業主・地権者等による主体的な取組」と定義されています。 

このうち、①活動目的、②エリア（活動範囲）、③活動組織、④活動内容の「四つの要件」を満たし、

かつ、個別の活動内容等が、公益性、実行性、継続性などを有すると認められるものを本制度の認定

の対象とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

４ エリアマネジメント団体への支援策 

【公有財産等を有効活用するための規制緩和】  

活動計画の認定後は、公有財産等を有効活用（にぎわいづくりの実施、営利活動による財源確保

等）する際に支障となる規制を特例的に緩和します。 

公益性、必要性、事業効果、実行性、継続性、妥当性を有するもの 

かつ、活動内容が、 

。 

 

 

「地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権者等による主体的な取組」 

エリアマネジメントの定義 

 
 来訪者を呼び込むことによる「にぎわいづく

り」や「地域の価値の維持・向上」 

目 的  
住民団体や事業者、各種関係団体など、幅広

く地元の関係団体等で構成され、かつ、地域を

代表する組織 

組 織 

 
 都市機能の集積する地区や拠点性を持つ地区

など、来訪者の呼込みを図り、持続的なにぎわ

いづくりを展開しようとする区域 

エリア 

 
① 公共施設等を活用した活動により財源確保に
取り組むなど、自立した運営を行っている又は
目指している。  

 
② ①を前提として、多彩な活動を継続的に実施
（にぎわいづくり、環境維持、情報発信の３活
動の実施は必須） 

 

活 動 

以下の四つの要件を満たし、 

 


